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水俣病認定義務付け 溝口訴訟 15:00～  Fさん訴訟 16:00～ 判決 (改訂版)

水俣病の最高裁判決・集会にご参加を!

水俣病は、公式確認から 57年を経た現在、約 7万人の未認定被害者に三度目の「政治決着」が行なわれていますが、

その「特別措置法による救済」からも、切り捨てられる人が出ています。                   [
そのような状況下、最高裁判所は、く関西訴訟で勝訴しながら熊本県認定審査会では棄却されたFさ んの処分取消と認

定を求める訴訟>、 <水俣で検診未了のまま死亡した母・チエさん棄却処分の取消と認定を求める溝口訴訟>、 2件の水

俣病認定義務付け訴訟の口頭弁論を 3月 15日 に開きました。そして lヵ 月後の 4月 16日 に判決期日を指定しました。

最高裁判所は、こんな慌しい日程で、どんな結論を出そうというのでしょう。この期日設定は、特措法受付締切りや 10

月の水銀条約・海づくり大会で「水俣病の幕引きJを狙う国・熊本県の意図に沿つたと言わざるを得ません。しかし、最高

裁の責務は、国が患者切捨ての道具としてきた認定基準 (1977。 昭和 52 環境庁策定の「後天性水俣病の判断条件」)に
ついて、医学的妥当性 。法的正当性の欠落を厳しく断じることにこそあるはずです。

Fさ ん訴訟は一審勝訴を経て控訴審で敗訴しましたが、先般、環境省が医師に「偽証」を要請していた事実が発覚しまし

た。高齢原告は弁論直前に 87歳で亡くなり、承継されたご家族も高齢です。溝口訴訟は一審敗訴を経て控訴審で勝訴。

第一次政治決着で曖昧な解決を追られたご自身や胎児性の息子さんの無念もこめて、亡母の認定を求めてきた秋生さんは

81歳です。もはや認定義務付け以外にFさんと溝白さんに報いる道はありません。

認定基準という水俣病最大の焦点に挑んできた二つの訴訟の判決です。最高裁は手続きの拙速を批判する弁論を陳述せ

ぬよう弁護団に命ずるなど権威的な姿勢も露わにしていますが、多くの皆様が傍聴席をぎつしり埋めることをもつて、原

告を励まし、被告行政と司法への無言の圧力を形成して下さるよう、お願いします。法曹を目指す学生や研究者の方々、

原発や環境問題で課題を共有する皆様のご参加も歓迎です。

判決後、報告集会、そして環境省交渉もあります。あわせて皆様のご参加を呼びかけます。

■溝 口訴 PA・ Fさん訴訟 最高裁判決  (第二小法廷)

15:00- 溝口訴訟判決  幸14:10に整理券交付が締切られ、抽選を経て傍聴券交付・入廷。

14:∞までに最高裁南円にお集まり下さい。

16:0い Fさん訴訟判決 ホ15:10に整理券交付が締切られ、抽選を経て傍聴券交付・入廷。

島魏%東京都千κ″〆準″イ=″廟″へ″アクセス

.永日町駅 【地下鉄半蔵門線。有楽町線。南北線】4番出口から青山通りを二宅坂交差点ω 方向へ徒歩約5分,2番出日も同程度

半蔵門駅 【同 半蔵門線11番出口から半蔵門駅前通りを国立劇場備 )方向へ徒歩約 10分

.国会議事堂前駅 【同 丸ノ内線。千代田線】、赤坂見附駅 【丸ノ内線・銀座線】、桜田門駅 【有楽町線】からは徒歩約 15分

■溝 口訴訟 口Fさん訴訟 最高識欄決報告集会 霞ヶ関駅 【地下鉄丸の内線】BIt出 口直通/最高裁か卿渉 30分

18:∞ 開場 18:30-20:00 弁護士会館 10階 1003号室 (入場無料)

水俣からは、一次訴訟原告の坂本しのぶ 。渡辺栄一さん、同じく胎児性患者の長井勇さん、行政不服に勝利した緒

方正実さん、佐藤英樹団長ほか互助会訴訟原告の皆さんも、判決と集会に上京されます。

口環境省交渉 21:0い 霞ヶ関合同庁舎 5号館 環境省 1階 第四・第五共用会議室   (20:30入 場)

*遅い時間設定ですが、集会後に交渉に臨みます。

* 庁舎内に個々人で入る際は身分証明書 (運転免許証等)

* 翌 17日 は、熊本県庁で交渉を行います。 (午後 3時 )

霞ヶ関駅

`地

下鉄丸の内線】B3出 口徒歩 1分

の提示が必要となります。皆で入る時は不要。
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〒101・0063 東京都千代田区神田淡路町 1-21-7 静和ビル lA



要 請 水俣病について、筋の通つた最高裁判決を
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あること」「健康被害の基底は中枢神経損傷によること」の2点において2001          させ、水俣病の定義を

塗り替えました。その判決以降t不知火海沿岸に潜在する未認定患者の申請が6万数千人に及びました。被害を申し出る

ことを疇暗していた住民の背中を判決が押した形で九 9年前の見識に改めて敬意を表します。

今回訴訟のFさんは関西訴訟の勝訴原告で丸 その最高裁判決と整合しない棄却処分や2012大阪高裁判決を放置。追
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な鑑ら1を行なつて水俣病と判示しました。この判決を否定して別な結論があり得るでしよう力お そして、それぞれ南齢
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明らかです。これが法の目的。趣旨に照らして妥当などとい

水俣病判決をも含め、司法の功績は烏有に帰してしまいますじ                   :

関西訴訟や 1980川本輝夫さん刑事訴訟CA― pにおけるように、水俣病における行政の誤謬を正した最高裁の判

決・測む融 を画しま丸 2004最融 意義内容をふまえぬ水俣病政策の誤りを断ち、歴史の審判に堪え得る判決

を出されるよう、強く求めます。

以上、貴所に要請するとともに、同時にこれを声明として世に広く伝えま丸

(弁論当日の3月 15日に提出した要請に、追加の賛同略も力]えて再提出しますつ 2013年 4月 10日

* Fさんは賛同呼びかけ中の3月 3日.87議で亡くなられ中 魯儀承されました。心からご冥福をお折りします。
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(‐橋大学太詢兜D 
―

   (弁護t′帥勅 コ園陣は 樋口司朗 給嗣陰離杢遊舎)菱田彰 箇聘渤醐腿職者会)平
岡臣責 徹整瑠揃所ント広場)羽 ll千宏 平日三佐子

―
C圏働 藤沢抱― (弁護士)藤本敬三 け ッソ水俣病 蜘



ろつと」の会)佛 原行夫

『

地島空港の覇 llHIけ る会)古 谷杉郎 幹涯拐欄炭全衛生センタ■連畿錨紛  塁ひか
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内美穂 (げんばつチョキチョキース/1どもと未来を守るだ呻  山口勝洋 (無職) 山口優子 嗜    (日 本消費者

連盟関西グルーカ  山下英俊 (→橋大学大学院経済学研究科准教授)山 下碧寛 (水俣病被害市民の会) 山田純■ 山田真

4/N刷諏∋ 山之内萩子 (脚勘  山本菫郎 (阪南中螂 山本俊明 (ジャーナリスト) 山本僣子 (東京・水俣病を告発

する会)山 本勇祐 (たん闘ず舎)山本律雄 (胆丘高校教員)山本礼治 (たルヨ給 )由丼京子 余湖太=余 湖祐子 吉

田和藤 併呻引寵伏洋状学院博士課程)吉 日― ∽ネミ油症被害者支援センタ■)瀬 子
―

    (日本美術家

連盟肖回謡剣動 若林苗子 ltR自治こがねしう わしお由紀太 侑敵犠壮)和田幸子 (NPO法人あしたや典酸錮動 渡

部間美 渡辺マリ
4月 7日 最終黎約 410名 (公表庸名4名含0     提出代表   細 谷  孝

4,10最 高 裁 要 請 行 動 報 告 奥田 みのり lal「Ar-65欄 爛

「水俣病について筋の通つた最高裁判決を」を求める要請文が4月 10日、支援者によつて最高裁に提出された。提出し

たのは、チッソと国の水俣病責任を問うシンポジウム実行委員会と東京・水俣病を告発する会。細谷孝氏 (中央大学議罰

を代表に、― と報道関係者10名が、要請文の受け渡しに立ち会つた。対応したのは、最高裁の訴廷止席書記富・着梅

順■氏と訴廷首席書記官補佐・環抑罷閣村亀

要請文は、第二章法廷所属の5人の裁判官と、担当調査官宛て。過去の最高裁の判決が、水俣病における行政の過ちを

正してきたことにふは 16日 に判決がくだされる溝口訴訟、Fさん訴訟についても、歴史の審判に堪え得る判決を期待す

るという内容。作家の石牟礼道子さんら410人が要請文に賛同者として名を連ねれ

要請文のほ力ヽこ、Fさん訴訟大阪高裁判決で、環境省から「国に都合のよ嗜懇 ゝをしてほしいと要請された佐藤猛医

師の証言映像をおさめた関西テレビのニュース番組の記録と、水俣病裁判に関する地方新間の記事のコピーも手渡した

今回の要請文は、331人分の賛同署名とともに要請文を提出した3月 15日の徹珈こ続くもので、その後の賛同者を追加

したものしまた、前回は東門で要請文を手渡しただけだつたが、今回は30分時間を用意してもらレ＼会議室での受け渡し

だつた                .=
前回渡した要請文について:よ 「F_当書記官に渡しているJ◆聞無氏)と のことだった

溝口訴訟弁護団の鎌田氏が、Fさん訴訟大阪高裁で、環境省が佐藤医師に虚偽意見を要請したことにふれ、「法延愚弄、

法廷侮辱ではない力可と述べた 職議鋒争が (佐藤医師の)証人申請をしていたのに、ひつこめるというのはおかしいので

|力 (細谷氏)曝詢訴訟では、中村政明証言について、意見書をつくつたのは環境省の職員だと中村医師がいつている」

鎌 田鱒 と訴えた

次に自木氏が、溝口訴訟・山口弁護士の弁論内容について、一部、読み上げないようにと最高裁から指示があつたこと

について、「それは命令なの力、要請なの力」と質問すると、要請だと若詢砥ぉ要請はよくあることなのかという問いには、

「わかりません」とこたえた。「けずられた部分は、Fさんと溝日さんの弁論をなぜ同日にやるのか間うている部分だつた」

蜘略))「言論統制ではない力」 (自沐)という発言に対して若梅氏は、「一般的には裁判長のほうで、弁論ではこの部分に

ついて述べてもらいたいという主旨で…Jと こたえた

最後に鷹取氏が、65,000人 (特措法申調 の思いを受け止めた判決を訴えた。若梅氏はうなづきながら、終始メモを

取り続けれ

面談を終えて最高裁の東門を出ると、壁に貼つてあるポスターが日についれ そこには、「人とむきあう裁判所Jと書か

れていた                          '
最高裁判所は、人とむきあう裁判所なのだろう力、筆者にはわからなしゝ 溝口さんやFさんとむきあつた判決であつて

ほしいと祈るばかりた


